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小
さ
な
環
境
世
界
で 

自
給
自
足
を
目
指
す

都
市
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
都
市
の
大

き
さ
、
広
さ
、
人
口
、
ユ
ニ
ッ
ト
、
シ
ビ

ル
ミ
ニ
マ
ム
な
ど
を
ど
う
イ
メ
ー
ジ
す
る

か
に
よ
っ
て
考
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
。

都
市
の
流
通
経
済
、
人
口
移
動
、
通
信
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
考
え
る
と
、
1
都
市

だ
け
で
は
成
立
せ
ず
、
他
都
市
と
の
間
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
自
律
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
が
、
他
と
の
連
携
を
考

え
る
前
に
、
ま
ず
、
自
分
の
身
近
な
環
境

世
界
に
お
い
て
自
給
自
足
を
目
ざ
す
こ
と

を
考
え
て
こ
そ
、
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

「
他
に
頼
る
よ
り
も
ま
ず
自
分
の
状
況

を
知
り
、
そ
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
」、
こ
れ
は
「
知
足
＝
足

る
を
知
る
」
の
精
神
に
繋
が
り
、
自
然
の

中
で
自
然
に
暮
ら
す
、
自
然
共
生
の
思
想

と
共
鳴
す
る
生
き
方
で
あ
る
。
私
は
こ
れ

が
将
来
の
低
炭
素
社
会
を
活
き
活
き
と
満

足
し
て
生
き
る
価
値
観
を
支
え
る
思
想
で

あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

８
つ
の
理
念
は
図
─
１
の
Ａ
〜
Ｈ
で
示
す
。

日
本
の
都
市
は
、
１
９
７
０
年
代
の
高

度
成
長
期
か
ら
、
人
口
流
入
と
土
地
価
格

上
昇
を
前
提
に
作
ら
れ
た
開
発
計
画
に

よ
っ
て
、
地
方
都
市
の
郊
外
に
土
地
区
画

整
理
事
業
を
拡
大
す
る
形
で
ス
プ
ロ
ー
ル

化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
中
心
部

は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
大
型
店
の
郊
外

進
出
に
よ
る
地
元
商
業
の
衰
退
で
空
洞
化

し
て
き
た
。
こ
れ
を
「
骨
粗
鬆
症
化
し
た

都
市
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
将
来
、
人
口

は
縮
減
す
る
。
都
市
の
財
政
は
縮
小
し
、

周
縁
部
の
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

た
だ
そ
れ
で
も
私
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
概
念
が
示
す
よ
う
に
、
強
制
的
に

中
心
部
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
は
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
。
む
し
ろ
、
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
都
市
の
公
共
シ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
が

都市構造を考える
低炭素社会の理想都市と分散型エネルギーネットワーク　第2回

2010年に LEAF 賞「持続可能な開発部門賞」を受賞した七沢希望
の丘初等学校（2008年　神奈川県厚木市）　写真：堀内広治

◆文中村 勉

七沢希望の丘初等学校の内観　写真：堀内広治

16-19.indd   16 13.9.25   4:12:34 PM



17 NEW ENERGY
2013.10
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高
齢
化
が
進
む
「
限
界
都
市
」

ア
メ
リ
カ
の
デ
ト
ロ
イ
ト
市
が
破
た
ん

し
、
日
本
で
は
夕
張
市
が
破
た
ん
し
、
再

建
団
体
に
な
っ
た
。
人
口
縮
減
に
よ
る
影

響
は
、
都
市
の
財
政
破
た
ん
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
都
市
政
策
に
市
民
が
自
主

的
に
拘
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
も

つ
く
り
だ
す
。　
　

先
日
、
愛
知
県
Ｎ
市
の
高
齢
化
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
機
会
が
あ
っ
た
。
Ｎ

市
は
市
南
部
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
、

全
国
で
最
も
右
肩
上
が
り
の
都
市
と
い
わ

れ
、
若
者
の
流
入
人
口
比
率
が
高
い
。
そ

ん
な
Ｎ
市
で
さ
え
、
詳
し
く
人
口
予
測
を

し
て
い
く
と
、
２
０
３
５
年
位
か
ら
高
齢

化
は
30
％
を
超
え
て
い
き
、
地
域
の
財
政

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

状
況
が
訪
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

財
政
の
問
題
も
市
単
位
で
収
支
が
成
立

す
る
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
、
そ
れ
も
小

学
校
区
、
自
治
会
な
ど
の
で
き
る
だ
け
小

さ
な
単
位
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
来
な
ら
市
民
の
経
済
状
況

が
良
く
な
る
方
向
に
、
市
独
自
で
の
事
業

を
進
め
て
ほ
し
い
。
第
三
セ
ク
タ
ー
事
業

破
た
ん
の
後
遺
症
で
、
自
治
体
の
事
業
参

加
は
極
端
に
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

事
業
参
加
は
し
た
く
て
も
で
き
な
い
、
民

間
の
事
業
を
助
け
る
環
境
作
り
し
か
で
き

な
い
と
考
え
る
自
治
体
は
多
い
が
、
経
営

能
力
の
高
い
首
長
主
導
型
の
事
業
を
展
開

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

山
間
地
や
離
島
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化

が
進
ん
だ
集
落
を
限
界
集
落
と
い
う
が
、

実
は
、
都
市
内
部
に
お
い
て
も
「
限
界
都

市
」
は
発
生
す
る
。
例
え
ば
、
１
９
６
０

〜
１
９
７
０
年
代
に
多
く
開
発
さ
れ
た
団

低
下
し
て
も
、
自
立
で
き
る
個
人
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
存
在
す
れ
ば
、

自
然
の
中
で
活
き
活
き
と
し
た
生
活
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
私
た
ち
建
築
家
は
、

日
本
の
自
然
に
は
力
が
あ
り
、
現
金
は
少

な
く
て
も
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
こ

と
を
、
形
で
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
だ
。

ト
ッ
プ
の
写
真
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え

で
創
ら
れ
た
、
七
沢
希
望
の
丘
初
等
学
校

で
あ
る
。
神
奈
川
県
・
厚
木
市
の
小
さ
な

里
山
の
上
に
、
敷
地
や
周
辺
の
杉
材
で
校

舎
を
つ
く
り
、
雨
や
汚
水
な
ど
は
地
面
に

浸
透
さ
せ
、
森
の
新
鮮
な
空
気
を
地
中
熱

で
温
め
、
周
辺
か
ら
得
た
チ
ッ
プ
を
使
っ

た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
で
さ
ら
に
温
め
る
。

基
本
的
に
こ
の
敷
地
内
と
周
辺
の
材
料
で

自
給
自
足
し
、
外
周
の
下
水
等
の
イ
ン
フ

ラ
に
頼
ら
な
い
思
想
で
設
計
し
た
。
自
然

教
育
を
進
め
る
同
校
は
、
授
業
は
自
然
光

で
、
子
ど
も
た
ち
が
創
っ
た
野
菜
や
竹
の

子
は
、
毎
週
土
曜
日
に
自
分
た
ち
で
調
理

し
、
食
事
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
電
気
や

上
水
は
近
く
に
あ
る
の
で
利
用
し
た
が
、

こ
れ
も
自
給
す
る
の
は
た
や
す
い
。
こ
の

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
思
想
の
実
現
に
対
し
て
、

欧
州
先
進
建
築
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
賞
と
い
う
大
き
な
賞
を
授
与
し
て
く
れ

た
。

図–1

Ａ．�山から海までの水系を軸とし、都市の廃棄
物も資源とする、循環型社会を構築

Ｂ．�新築建築の低炭素化を促進する、パッシブ
型環境基本性能の普及促進

Ｃ．�ストック社会への移行を前提とした改修社
会の構築

Ｄ．�近代的社会の右肩上がりの価値観から、低
炭素社会型の価値観への転換

Ｅ．�地域性、歴史性、人間性を重視し、スローラ
イフで農のある豊かなエコライフスタイル

Ｆ．�身近にある垂直のエネルギー、都市の再生
可能エネルギーでつくるスマートエネル
ギーネットワーク

Ｇ．�宅地、農地、市街地、調整区域、都市計画
区域などをなくした混在型ミックスゾーニ
ング

Ｈ．�多世帯型コミュニティで分かち合い、与え
あう社会の構築
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地
は
同
年
齢
世
代
の
偏
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
当
時

30
歳
代
だ
っ
た
住
民
が
一
斉
に
70
歳
代
と

な
り
、
高
齢
化
比
率
が
50
％
を
超
え
る
と

こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
東
京
の
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
高
島
平
、
高
蔵
寺
（
愛

知
）、
千
里
（
大
阪
）
な
ど
の
大
都
市
近

郊
の
大
団
地
で
も
、
20
世
紀
の
終
わ
り
頃

か
ら
自
治
会
な
ど
で
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。

限
界
都
市
で
は
後
継
者
が
帰
ら
ず
に
空

き
家
が
増
え
、
固
定
資
産
税
の
負
担
か
ら

家
は
壊
す
が
、
土
地
は
駐
車
場
化
さ
れ
る
。

図
─
２
は
茨
城
県
・
土
浦
駅
か
ら
５
０
０

ｍ
圏
の
駐
車
場
の
分
布
。
駐
車
場
と
い
う

名
の
空
き
地
が
ほ
ぼ
半
分
も
発
生
し
、「
都

ま
ず
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
エ
リ

ア
間
の
重
要
な
交
通
設
備
は
優
先
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
道
路
舗
装
、

下
水
道
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
中
心
75
％
の
エ
リ
ア
に
維
持
費

の
１
０
０
％
を
出
し
て
他
を
ゼ
ロ
に
す
る

場
合
や
、
中
心
50
％
エ
リ
ア
に
維
持
費
の

１
０
０
％
を
出
し
て
他
の
50
％
エ
リ
ア
に

は
維
持
費
の
50
％
し
か
出
さ
な
い
な
ど
の

仮
定
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
住
民
に
影
響

を
与
え
る
か
を
検
討
し
た
。

す
る
と
中
心
か
ら
の
距
離
で
エ
リ
ア
を

市
骨
粗
鬆
症
化
」
と
い
う
限
界
都

市
を
表
す
病
気
と
捉
え
ら
れ
る
。

都
市
の
財
政
支
出
を
、
個
人
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
上
が
る
予
想
を
敢
え
て

省
略
し
て
考
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
人
口

に
比
例
し
て
少
な
く
な
る
。
仮
に

支
出
が
75
％
と
な
る
こ
と
を
考

え
て
み
よ
う
。
民
生
費
と
い
わ
れ

る
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
に
か
か

る
経
費
は
欠
か
せ
な
い
。
人
口
縮

減
に
伴
い
、
少
子
化
で
15
歳
以
下

の
人
口
が
減
る
た
め
教
育
関
連

経
費
は
少
な
く
な
る
が
、
高
齢
者

が
40
％
と
な
る
と
福
祉
、
医
療
関

連
支
出
は
多
く
な
り
、
財
政
を
圧
迫
す
る
。

土
木
費
は
一
番
最
後
に
削
減
さ
れ
る
が
、

面
的
、
あ
る
い
は
質
的
に
ど
の
よ
う
な
手

法
に
よ
っ
て
経
費
を
削
減
す
る
か
と
い
う

戦
略
を
で
き
る
だ
け
早
く
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
戦
略
に
当
て
は

め
て
考
え
る
と
、
２
０
５
０
年
に
は
都
市

を
75
％
に
縮
小
、
２
１
０
０
年
に
は
50
％

に
縮
小
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
─
３
は
土

浦
市
の
２
０
５
０
年
の
整
備
政
策
図
で
あ

る
が
、
人
口
が
70
％
に
縮
減
し
て
も
、
市

街
地
の
大
き
さ
は
簡
単
に
小
さ
く
は
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
状
態
で
、
75
％
と
な
っ

た
土
木
費
配
分
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る
。

区
切
る
場
合
、
ま
た
は
重
要
な
沿
道
を
優

先
さ
せ
る
場
合
な
ど
、
都
市
設
備
の
重
要

度
に
応
じ
エ
リ
ア
決
定
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
維
持
費
の
配
分
が
50
％
以
下
に
な
る

と
、
住
民
が
互
助
活
動
で
道
路
舗
装
や
下

水
を
維
持
整
備
を
行
っ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
型
の
手
法
や
、
公
共
イ
ン
フ
ラ

に
頼
ら
な
く
て
も
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
、

浸
透
式
（
雨
水
や
生
活
排
水
を
地
面
に
浸

透
さ
せ
る
）
な
ど
の
独
立
型
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
予
測
を
見
る
と
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
耐
え
る
都
市
下
水
の
再
整
備
も
、

従
来
の
50
㎜
／
ｈ
の
雨
量
を
最
大
と
す
る

計
算
で
適
切
な
の
か
、
将
来
か
ら
の
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
手
法
で
政
策
を
再
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
ケ
ア
─
被
ケ
ア
」関
係
に
よ
る 

人
口
問
題
の
把
握

人
口
縮
減
と
高
齢
化
比
率
の
課
題
は
、

「
ケ
ア
─
被
ケ
ア
」
の
関
係
に
よ
っ
て
よ

り
深
く
理
解
で
き
る
。
図
─
４
は
土
浦
市

の
人
口
予
測
か
ら
作
成
し
た
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
上
部
が
就
業
者
人
口
、
下
部
が
ケ
ア

さ
れ
る
人
口
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
に
６

万
９
１
５
０
人
い
る
就
業
者
が
、
２
０
５

０
年
に
は
４
万
６
８
９
人
に
減
り
、
ケ
ア

さ
れ
る
人
口
は
６
万
１
５
１
人
で
、
特
に

図–2　土浦駅から500m圏の駐車場の分布。駐車場という
名の空き地が非常に多いことがわかる

　　政策提案1　　　　　　　　　　　　　　　　　政策提案2

図–3　茨城県土浦市の2050年の整備政策図
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高
齢
者
が
そ
の
１
／
２
を
占
め
る
。
こ
う

な
る
と
、公
的
な
（
税
金
で
の
）
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
現
在
と
同
様
に
で
き
る
と
は
思
え

な
い
。

日
本
の
人
口
は
２
０
５
０
年
に
75
％
に

縮
減
し
、
高
齢
者
が
40
％
（
２
０
０
５
年

は
20
％
）、
ケ
ア
す
る
労
働
人
口
が
50
％

（
同
60
％
）
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
60
％
の
労
働
人
口
が
20
％
の
被
ケ

ア
人
口
を
ケ
ア
し
て
い
た
構
造
の
ま
ま
で
、

50
％
が
40
％
を
ケ
ア
す
る
こ
と
は
不
可
能

と
な
る
。
労
働
人
口
の
負
担
を
2
倍
に
増

加
さ
せ
る
北
欧
型
ケ
ア
構
造
に
変
化
さ
せ

る
か
、
高
齢
者
の
被
ケ
ア
開
始
年
齢
を
65

歳
か
ら
70
歳
ま
た
は
75
歳
へ
と
引
き
上
げ

る
か
、
労
働
人
口
を
欧
州
の
よ
う
に
移
民

に
頼
る
政
策
を
導
入
す
る
か
、
婦
人
の
労

働
条
件
を
改
善
し
、
被
ケ
ア
か
ら
ケ
ア
へ

移
動
さ
せ
る
か
な
ど
、
社
会
福
祉
政
策
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
国
民
か
ら
得
る
こ
と
が

で
き
る
か
が
鍵
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
人
口
縮
減
と
少
子
化

に
よ
り
人
口
構
成
が
変
わ
る
と
現
在
の
社

会
構
造
が
変
わ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
を
予
測
し
、
住
民
の
意
志
で

最
も
望
ま
し
い
都
市
経
営
の
方
向
性
を
定

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

農
地
と
宅
地

都
市
区
域
と
農
業
区
域
と
い
う
ゾ
ー
ニ

ン
グ
は
生
産
農
地
を
保
護
す
る
観
点
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
、
国
土
を
農
水
省
と
国

交
省
に
縦
割
り
に
す
る
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
宅
地
に
対
し
て
は
都
市
計
画
法
、
農

地
に
対
し
て
は
農
地
法
、
そ
し
て
課
税
対

象
と
し
て
も
、
宅
地
並
み
課
税
と
農
地
並

み
課
税
の
区
分
け
が
あ
り
、
こ
の
基
本

ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
将
来
、
低
炭
素
社
会
の
構

築
の
障
害
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。そ

の
一
つ
が
減
反
政
策
や
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
に
よ
っ
て
農
業
耕
作
放
棄
地
と

な
っ
た
休
耕
田
等
農
地
の
都
市
住
民
に
対

す
る
利
用
制
限
で
あ
る
。
ま
た
反
対
に
、

都
市
市
街
地
に
お
け
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店

街
、
空
き
家
、
空
き
地
対
策
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
は
状
況
だ
け
を
見
る
と
正
反
対
に

見
え
る
が
、
要
因
は
少
子
高
齢
化
で
、
人

口
問
題
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
後
継
者
が
大
都
市
か
ら
戻
ら

ず
、
高
齢
に
な
っ
た
住
民
は
就
業
を
リ
タ

イ
ア
し
、
死
後
は
農
地
を
放
棄
。
市
街
地

で
は
宅
地
並
み
固
定
資
産
税
へ
の
対
策
か

ら
、
空
き
家
を
解
体
し
、
駐
車
場
化
す
る
、

消
極
的
な
行
動
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
本
人
は
何
の
苦
痛
も
感
じ
ず
に

環
境
悪
化
を
招
き
、
自
治
体
や
他
の
住
民

の
意
識
を
萎
え
さ
せ
る
悪
循
環
と
な
る
こ

と
か
ら
、
一
種
の
都
市
骨
粗
鬆
症
と
も
い

う
べ
き
病
理
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

耕
作
放
棄
地
は
全
農
地
の
約
9
％
程
度

に
達
し
て
い
る
。
一
方
、
農
業
の
経
営
構

造
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、
利
用
権
設
定

に
よ
る
法
人
の
農
業
、
特
に
女
性
経
営
者
、

若
者
就
業
者
に
よ
る
農
事
法
人
の
営
農
意

欲
は
増
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
流
通
や
六
次
産

業
化
な
ど
の
高
付
加
価
値
農
業
へ
の
変
化

に
よ
り
、
所
有
農
地
経
営
か
ら
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
農
地

を
、
農
業
を
都
市
市
民
に
開
放
し
、
農
地

法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
農
業
ゾ
ー
ン

の
開
放
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

北
九
州
の
サ
ー
ク
ル
フ
ァ
ー
ム
吉
水
代

表
の
吉
原
早
苗
さ
ん
は
有
機
農
業
の
農
事

法
人
を
立
ち
上
げ
、
水
と
土
づ
く
り
か
ら

お
い
し
さ
を
追
求
し
、
デ
パ
ー
ト
の
最
上

段
で
、
価
格
が
高
く
て
も
売
れ
る
野
菜
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
女
性
と
若
者
が

知
恵
を
出
し
合
っ
て
販
路
を
広
げ
、
六
次

化
に
繋
げ
た
好
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
吉

原
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
結
婚
し
て
こ
の
農
地

に
住
む
こ
と
を
希
望
し
て
も
今
の
農
地
法

で
は
不
可
能
。
法
の
壁
を
改
め
る
方
向
性

を
見
出
し
た
い
。

一
方
、
骨
粗
鬆
症
化
し
て
い
る
地
方
の

中
心
市
街
地
で
は
、
宅
地
か
ら
農
地
並
み

に
課
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
空
地
化

し
た
宅
地
を
隣
地
の
人
が
農
園
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
農
地
と
宅

地
の
制
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
、
活
性

化
策
も
考
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

次
回
は
も
う
少
し
具
体
的
な
環
境
建
築

の
創
り
方
に
踏
み
込
ん
で
い
こ
う
と
思
う
。
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図–4　土浦市の人口予測

16-19.indd   19 13.9.25   4:12:37 PM


